
団体名： 内海商工会

得られた効果 備考

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 74.4 ％） （達成度 95.0 ％） Ａ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 151.7 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 48.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ｃ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 75.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 100.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 廃止する

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 92.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ａ 現行どおり

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

町外への購買力流
出が増えている中
で、魅力あるイベ
ントを提案、開催
していくことで参
加企業の増加に努
めていきたい。

目標
数値

50
実績
数値

46
目標
数値

指標

内海地区での消費向上に
つながり、加盟店の売上
アップにつながった。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

商工業振興事業

消費者の生活形態の変化、郊
外型大型店等への購買力流出
など地元中小商業者が抱える
様々な経営課題解決に向け、
地域活性化、集客力向上に繋
がる魅力あるイベント事業の
実施等、地元商業者の活性化
を通し地域の商工業振興に寄
与する。

・「年末謝恩大売出し抽選
会」開催（1月6日）
参加企業数46社
・商業部会会議の開催（年3
回）

内海商工会商
業部会員（中
小・小規模事

業者）

指標

年末謝恩大売出し参加企業
数

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

少数でもいいの
で、街路灯の設置
を増やしていき、
街全体を明るく
し、防犯対策とし
ても役立てるよう
にしていきたい。

目標
数値

50
実績
数値

50
目標
数値

街路灯維持管理数
指標

街路灯を設置・維持管理
することで商店街が明る
くなり、また、街路灯契
約事業所の広告となる看
板の存在により、各事業
所のPRにつながった。 総

合
評
価

Ａ

実績
数値

商店街・街づくり
事業

街路灯を設置・維持管理する
ことにより商店街を明るく
し、顧客の安全性及び誘客に
繋げるとともに、地域社会へ
の貢献・発展に寄与する。

・街路灯５０基の電灯料の収
納業務及び維持管理点検
・町へ電灯料補助金の申請等
毎月・・・電灯料の中部電力
への収納業務及び維持管理点
検
随時・・・現状維持の為の修
繕（電灯の交換含む）
５月・・・町へ電灯料補助金
の申請
３月・・・町へ電灯料補助金
の実績報告

中小企業者
（商業・観光

業者）

指標

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

南知多町名産認定
品事業所の参加を
促していきたい。

目標
数値

20
実績
数値

15
目標
数値

指標

内海･山海地区の商工観
光等を広く町民に理解し
ていただくとともに、町
内外への紹介のための生
産物等を展示即売するこ
とにより生産性の向上及
び消費意識の高揚が図ら
れた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

祭典事業

産業まつりは、経済活性化の
一環として地域の資源を活か
した特産品を一堂に集め、紹
介・販売することにより販路
拡大を図り、地域振興、街づ
くりに寄与する。

南知多町産業まつり
開催日・・・平成29年11月6
日
開催場所・・・豊浜漁港施設
用地内
参加・協力事業所数・・・15
事業所
催事内容・・・地区内商工観
光事業者による飲食物等の製
造販売

南知多町民

指標

参加・協力事業者数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

各事業所のニーズ
にあった講習会を
実施し、経営者の
資質向上を図りた
い。

目標
数値

50
実績
数値

24
目標
数値

指標

講習会を通して、各事業
の資質向上につながって
いる。新たな取り組みを
視野に入れた商品開発に
取組んでいく姿勢ができ
た。 総

合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

講習会等

多様化する経営環境に対応す
るため、小規模事業者にとっ
て必要な金融・税務・経理・
労働・情報化等の知識習得や
時事的な問題についての啓蒙
を図り、事業者の資質を向上
させる。

・集団指導･･･7回・11人
（美容業講習会２回・2人、
理容業講習会１回・０人、消
費税講習会　１回・5人、企
業家支援セミナー　１回・0
人、労務講習会1回3人、事業
計画作成セミナー1回1人）
・個別指導･･･12回・13人
（法律相談会7回・2人、一日
公庫　２回・5人、年末調整
指導会2回・5人、決算指導会
1回1人）

小規模事業者

指標

講習会受講者数

事業所数の低下に
伴い、記帳指導事
業所数も減少する
ことが予測され
る。このような現
状であるが、きめ
細やかな対面指導
を心がけ今後も事
業所を支えるよう
に努めたい。

目標
数値

240
実績
数値

364
目標
数値

実績
数値

受託小規模事業主の経理
税務申告など事務処理の
負担軽減に努めたことに
より受託事業者は適正な
税務申告及び営業活動に
専念できた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

記帳継続指導

個人事業主等を対象に正しい
記帳方法や決算・確定申告ま
でを指導し、適正な税務申告
及び、計数管理による経営力
の向上に結びつける。

7月源泉事務、1月源泉事務、
3月確定申告・消費税申告事
務を行った。
期中においては記帳継続指導
延　　回行った。
指導企業数   　41回
指導日数　  　361回
指導延回数　 364回

小規模事業者

指標

記帳継続指導延回数

指標

目標
数値

872
実績
数値

649
目標
数値

20

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

当地区商工観光業
者全般ここ数年か
なり経営力低下が
目立っており、今
後は｢地域力連携
拠点事業」に関す
る指導に努めた
い。

巡回・窓口相談指
導事業

経営指導員を中心に地区内事
業所を訪問し、各事業所の抱
えている事業上の問題点を見
つけ出し、資金繰り・税務相
談・労務相談など経営に関す
るあらゆる相談に応じ問題点
を解決していく。今年度は通
常の巡回・窓口相談も含め組
織率を上げるため、会員加入
促進を意識した巡回・窓口指
導をする。また実際の事業主
の声を聞きながら景況に関す
る調査をし、現状把握をす
る。

・巡回指導
　実企業数　　105社
　延べ指導件数　424件（製
造業　　15件、建設業42件、
小売業119件、卸売業32件、
サービス業208件、その他8
件）
・窓口相談指導
　実企業数　　79社
　延べ指導件数　225件（製
造業10件、建設業36件、小売
業35件、卸売業15件、サービ
ス業114件、その他15件）
・課題解決提案件数19件

小規模事業者

指標

巡回窓口指導延件数

指標

課題解決提案件数

1.小規模事業者に対して
経営支援サービスを提供
できた。
2.小規模事業者の商工会
に求めるニーズを把握で
きた。
3.施策等の情報提供がで
きた。
4.商工会と小規模事業者
との良好な関係がより保
てた。実績

数値
19

平成２９年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

　　※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。
　　※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
　　※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。



団体名： 内海商工会

得られた効果 備考

平成２９年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 82.5 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 100.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 100.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 120.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 216.7 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 112.9 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 84.8 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ａ 現行どおり

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

労働保険料等の事
務処理の負担軽減
はもとより雇用関
係、特に「雇用2
事業」の周知、徹
底につとめたい。

目標
数値

33
実績
数値

28
目標
数値

指標

受託小規模事業主の事務
処理の負担軽減及び従業
員の福利向上に努めた結
果、事業活動の継続的安
定性に寄与することがで
きた。 総

合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

労働保険事業

事業主等の委託を受けて事業
主に代わり労働保険料の申告
納付その他労働保険に関する
各種の届出等の事務手続きを
行う。中小企業主の事務処理
の負担を軽減し、労働保険の
適用促進及び労働保料の適正
な徴収をする。

受託事業所数　28事業所
4/1～7/10･･･労働保険年度更
新申告書申告・第１期保険料
納付事務
10/15～11/14･･･労働保険料
第２期納付事務
1/15～2/14･･･労働保険料第
３期納付事務
随時･･･加入・脱退及び労災
手続き等の事務処理及び監督
機関等への届出事務

受託小規模事
業者

指標
受託数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

今後も引き続き各
種共済及び健康診
断の周知をしてい
き、活用してもら
うように努めた
い。

目標
数値

70
実績
数値

79
目標
数値

指標

会員事業所の福利厚生と
して従業員の健康管理が
できたことにより、安定
した経営の実施に貢献で
きた。 総

合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

福利厚生事業

中小企業、小規模企業の経
営・雇用の持続的な安定を図
るために、各種共済制度の普
及や従業員の退職金等の確
保、企業の健全な育成に資す
ることを目的とする。また、
医療制度改革及び労働安全衛
生法第６６条の規程による従
業員の健康診断を小規模事業
者等に周知し、集団健診を実
施する。

従業員の生活の安定を図る各
種共済の普及及び健康診断の
開催
受診者数79人

小規模事業者

指標

健康診断受診者数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

情報収集に努め
て、部員間のネッ
トワークをつくる
ことで、環境に対
応できる知識を習
得し、組織強化へ
とつなげる。目標

数値
6

実績
数値

13
目標
数値

指標

事業を行う上での福利厚
生面で必要である各種共
済、経営向上につながる
各施策の説明を通し資質
向上が図られた。また、
部員同士の情報交換及び
取引にもつながってい
る。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

青年部・女性部事
業（女性部対策事
業）

地区内における女性部員の健
全な育成を図り、その組織活
動を通じて地域経済の発展、
社会一般の福祉の増進に資す
る。

郡女連セミナー11名参加
南知多町産業まつりをはじめ
各種研修会（3）及び事業
（3）
役員会開催（7回）

地域商工業の
女性経営者及
び事業に従事
する18歳以上

の子女

指標

講習会及び役員会の開催回
数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

若年層の新入部員
の増強に努めてい
くとともに、地域
貢献活動をしてい
き、活動をPRして
いきたい。

目標
数値

5
実績
数値

6
目標
数値

指標

夏祭りやクリスマス事業
等、幅広い年齢層の方々
に対し、楽しんでもらえ
る事業を実施し、地域と
の関わりをもちながら地
域貢献ができた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

青年部・女性部事
業（青年部対策事
業）

青年部員間での交流や他地区
の青年部員との交流、地区内
における地域振興・社会福祉
を通じて地域との関わりを持
つことにより、地域社会の発
展に寄与する。

６月・・・おたから博地引網
事業
８月・・・納涼夏祭り（共
済）
１１月・・・南知多町まつり
１２月・・・内海保育所クリ
スマス事業
１月・・・大売出し餅つき大
会
２月・・・内海保育所節分事
業
計6事業

青年部員・地
域住民

指標

地域活性化事業

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

会員事業所が減少
傾向にある中で、
商工会事業のPRを
実施しつつ、事業
所に役立つ内容を
発信をしていきた
い。

目標
数値

4
実績
数値

4
目標
数値

指標

地区内商工業者の知識の
向上、情報提供、並びに
商工会事業の報告、事業
予定などの商工会PRにつ
なげられた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

調査・広報事業

地区内商工業者の知識の向
上、情報提供、並びに商工会
事業の報告、事業予定などの
商工会PRを実施する。

知多南部五商工会合同会報
（１６頁構成）を年４回・１
０００部発行。
国、県の施策普及資料の配
布。ポスター・パンフレット
の配布

内海商工会員
並びに地区内
小規模事業者

指標
会報発行回数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

参加企業数の増加
のために会員事業
所への周知、及び
参加企業の業種が
偏らないように
様々な業種の企業
の参加を目指す。

目標
数値

20
実績
数値

20
目標
数値

指標

普段交流が少ない異業種
の会員同士で交流を図る
ことができ、ビジネス
チャンスに繋がる足掛か
りとなった。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

経営強化事業（異
業種交流事業）

町内三商工会の会員小規模事
業者を対象に交流の場を提供
し、異業種交流を深めること
で情報・意見交換や新たな人
脈づくりを通してビジネス活
動・地域経済の活性化を目的
とする。

異業種交流会の開催（年1回
開催・参加会員数

内海商工会員
小規模事業

者、各界関係
者

指標
異業種交流会参加企業数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

地区内観光業者が
減少しているので
イベント等の開催
が難しくなってい
くと思われるが景
気の回復を期待し
誘客できるイベン
ト、事業等を開催
していきたい。

目標
数値

400
実績
数値

330
目標
数値

指標

経済効果の高いイベン
ト、事業等も精力的に開
催できた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

観光振興事業

商工会観光部会員による各種
イベントの開催及び協賛・協
力・視察等により地元観光資
源をPRするとともに誘客を図
る。

５～９月　サマーイベント等
の開催協力及び参加・・・１
２イベント
８月１７日　内海中日花火大
会実施　50,000人参加
夏季誘客数…330,000人

内海商工会館
工部会会員

（中小・小規
模事業者）

指標
夏季誘客数（単位：千人）

　　※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。
　　※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
　　※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。


